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日時 場所・会場 対象・人数 申し込み・応募 問い合わせ費用・料金 持ち物講師講内容内 行徳支所 子どもにおすすめ第2庁舎第1庁舎
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COOL CHOICEを始めよう
ク ー ル チ ョ イ ス

節電

食材は届くまでの輸送距離が長いほどCO2
（二酸化炭素）が多く排出されます。
どこで生産され、どう届くかということも考
え、食材を選びましょう。

1

計画的な買い物やマイ
バッグの活用で家庭か
ら出るごみを減らしま
しょう。

冷房時は冷やしすぎず、軽装をしましょう。 徒歩や自転車、公共交通機関を利用しましょう。
宅配便をできるだけ1回の配達で受け取れ
るように、受け取り方法を工夫しましょう。

照明や電化製品の節電を心掛けましょう。

2 3

654

地産地消 ごみの減量

低炭素物流スマートムーブクールビズ

身近なことから始めてみよう

一歩進んで取り組んでみよう

買い替えの際は、省エネ性能
の高い「5つ星家電」や、CO2
排出量の少ない自動車など
を検討しましょう。

1 省エネ家電・エコカー

住宅の断熱性能を高めるた
めのリフォームや、太陽光
発電設備の導入を検討しま
しょう。

2 省エネ住宅・再生可能エネルギー

学んで知ろう

環境問題について学べる講
座やイベントに参加すること
で、自分ができることを知り
ましょう。

1 環境学習

家族や友人と環境問題につ
いて話し合うことで、地球
温暖化防止のために今でき
ることを考えましょう。

2 話し合う

　地球温暖化による気候変動は、私たちの生活や自然の生態系にさまざ
まな影響を与えています。未来のために、市川市地球温暖化対策実行計
画でも推進している COOL CHOICEの取り組みを実践しましょう。

☎712-6305 循環型社会推進課

　節電を心がける、ごみを減らす、省エネ家電
に買い替えるといった、地球温暖化を防止す
るための環境に配慮した「賢い選択」をしてい
こうという取り組みのことです。

市川から始める地球温暖化防止のための行動
C
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HOICEとは

6月は環境月間です

COOL CHOICEに関する情報はこちら▶



●これまでの「広報いちかわ」が市公式Webサイト・検索 広報　　　（http://www.city.ichikawa.lg.jp/pla04/1111000009.html）でご覧になれます。
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☎市川市の市外局番は047

　COOL CHOICEの取り組みは、日常生活における二酸化炭素排出量の削減だけでなく、省エネにより家計への
負担を減らすことにもつながります。
　現在、市で実施している、または7月より開始予定の地球温暖化対策を推進するための補助事業を紹介します。
設備の条件など、詳細は市公式Webサイト（各事業に記載の2次元コード参照）を確認するかお問い合わせください。

　一人ひとりが地球温暖化問題について考え、環境に配慮して行動することが大切です。市では、日々の生活や活動の
中で地球温暖化対策に取り組む人や、そのような行動を他者に働きかけていく役割を担う人材の育成を図っています。

☎ 712-6306生活環境整備課

地球温暖化対策に関する補助制度

環境に優しい取り組みに補助金を交付します

実施中の補助事業

● スマートハウス関連設備設置費補助金
　太陽光発電や家庭用燃料電池などのスマート
ハウス関連設備を設置した方に、補助金を交付
しています。
市内在住の方

７月から新たに開始する補助事業

● 電気自動車等導入費補助金
　電気自動車の購入や、電気自動車と住宅等の間で相互に電力を
供給できる充給電設備を設置する場合に、補助金を交付します。
市内在住の方、市内事業者等

補助対象設備 補助金額

電気自動車 上限10万円

充給電設備 上限5万円

● 省エネ・創エネ設備設置費等補助金
　省エネ改修や太陽光発電設備等の省エネ・創エネ設備を設置す
る場合に、補助金を交付します。
市内中小事業者

補助対象設備 補助金額

太陽光発電設備
1kW当たり2万円　上限20万円
〈市内業者施工の場合〉

1kW当たり2.5万円　上限25万円

定置用リチウムイオン蓄電システム 補助対象経費の1/3　上限20万円

エネルギー管理システム 補助対象経費の1/3　上限5万円

●省エネ改修（窓、壁、床）
●窓・外壁・天井または床の断熱化
●屋根・屋上の高反射率塗装
●LED照明化

補助対象経費の1/3　上限20万円

日々の生活の中で環境問題を考えよう

　小学生が、地球温暖化の仕組みや影響、自然エネルギーについて学べる
「未来ノート」。その「未来ノート」を活用した授業を、市の研修を受けた千葉
商科大学の学生が実施しています。児
童への啓発とあわせ、大学生の環境配
慮意識の向上にもつなげています。

▲学生による授業（令和元年度）

「未来ノート」を活用した授業と人材育成研修
　市民・事業者・関係団体及び市が一緒になり、地球温暖化対策の推進
に取り組んでいます。過去には、環境問題への理解を深めるための講
演会や、親子を対象としたイベン
トを実施してきました。
　地球を守り、子どもたちの未来
を守るため、事業の準備に協力し
ていただける会員を募集していま
す。年会費は無料
です。

会員募集中千葉商科大学との包括協定事業

市川市地球温暖化対策推進協議会

補助対象設備 補助金額

住宅用太陽光発電設備
既存の住宅に設置する場合
で、蓄電池またはHEMSが
設置されていること

1kW当たり2万円
上限9万円

〈市内業者施工の場合〉
1kW当たり2.5万円
上限112,500円

家庭用燃料電池
（エネファーム）

上限5万円

定置用リチウムイオン
蓄電システム

太陽光発電設備が設置され
ていること

上限10万円

太陽熱利用システム
（強制循環型のみ）

上限5万円
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☎712-6306 生活環境整備課 ☎712-6305 循環型社会推進課

▲環境かるた大会の様子（平成29年度）詳細はこちら

▲


